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内　　　　　　容

1.国産 ○ 平成29年８月度全国の肉豚出荷頭数は1,311千頭(農林水産統計9/28公表　前年比98.7％）となった。農水省6月26日発表の８月出荷予測では、 国内生産量の推移 農水省出荷予測 (千頭：％)

1,332千頭（前年比100％）と予測されていたとおり、前年を下回る結果となった。

８月の全国地域別出荷頭数を前年同月比で見ると、北海道101％、東北101％、関東99％、北陸甲信越102％、東海98％、近畿97％、中四国98％、 千頭 前年比   頭数     前年比

九州・沖縄97％となっており、東海から以西については、全ての地区で前年同月を下回る結果となった。 H25年 16,937 101.0 29年10月 1,441 105.0

H26年 16,200 95.6 29年11月 1,483 101.0

○ 平成29年９月の全国と畜頭数は、速報値で1,281千頭（9/30まで集計）、前年同比96.9％となっている。　稼働日数では昨年と同じ20日となり、 H27年 16,106 99.4 29年12月 1,515 102.0

１日当たりの平均と畜頭数は速報値段階で64,030頭となっている。 H28年 16,379 101.7 30年1月 1,420 102.0

○ 農水省食肉鶏卵課平成29年９月27日付　肉豚生産出荷予測によると、今後の出荷予測頭数は平成29年10月1,441千頭（同105％）11月1,483千頭 H29年5月 1,360 103.6 30年2月 1,310 100.0

（同101％）、12月1,515千頭（102％）、1月1,420千頭（102％）、2月1,310千頭（100％）、２月1,412千頭（98％）となっている。 H29年6月 1,313 100.6 30年3月 1,412 98.0

H29年7月 1,230 98.5 平成29年9月27日更新

2.輸入 ○ 平成29年８月の輸入通関実績は豚肉全体で78.5千㌧（前年同比106.2％、前月比105.2％）となった。 H29年8月 1,311 98.7

内訳は、チルド36.5千㌧（前年同比122.4％、前月比120.9％）、フローズン42.0千㌧（前年比95.2％、前月比94.5％）となった。 輸入量の推移 財務省 :通関実績

主な国別では、チルドが米国19.4千㌧（前年同比109.8％）、カナダ16.2千㌧（同144.6％）、フローズンは米国が3.5千㌧、（同52.1％）、カナダが2.3千㌧

（同76.6％）、デンマーク9.6千㌧（同86.3％）、スペイン8.6千㌧（同116.9％）、メキシコ6.6千㌧（同127.9％）となり、チルドは引き続きカナダの伸長が、 ㌧ ㌧ 前年比

またフローズンではスペインの伸長が目立つものの、冷凍豚肉の輸入国ベースで見るとデンマークが一番多い状況となっている。 H25年 738,427 294,042 112.8

H26年 829,370 300,078 102.1

H27年 790,648 322,202 107.4

1.家計 ○ 総務省発表の平成29年８月期家計調査報告によると、全国二人以上の１世帯当たり豚肉購入数量は1,653g（前年比101.7%)、支出金額が2,419円 H28年 861,149 355,501 110.3
　　消費 （前年比101.4％）となった。　支出金額、購入数量ともに前年同月を上回った。 H29年6月 80,067 33,531 108.1

H29年7月 74,607 30,199 108.8

2.小売動向 ○ 日本スーパーマーケット協会など食品関連スーパー3団体の8月の販売統計速報によると、既存店ベースでの畜産部門の売上高は1,022億円(前年比 H29年8月 78,499 36,518 122.4
８月概況 2.5%増)となった。 畜産はやや好調で、ステーキや焼肉用の牛肉が好調となった。 輸入牛を中心に好調ではあるが、お盆時期は和牛やブランド牛の 家計消費量 (㌘，円，％) 　

動きが良かった。 豚肉は国産が相場高で伸び悩んだが、冷しゃぶ用の動きは良かった。 一方で価格上昇による数量減や輸入豚への需要シフトにより

伸び悩んだ店舗もみられたとしている。 数量 金額 前年比

○ 日本チェーンストア協会が公表した8月販売概況によると、畜産品の売上は820億円(店舗調整後で前年比1.9%増)であった。 H25年 19,432 24,948 105.0

畜産品の動きは、牛肉、豚肉、鶏肉は好調。 鶏卵の動きは良く、ハム・ソーセージは堅調に推移した。 H26年 19,323 27,680 111.0

９月概況 ○ 需要家による売り場が秋冬版に変化したことを受けて、全般的にはバラ、肩ロースといったスライスものを中心に荷物が動く展開となった。また H27年 19,837 29,701 107.3

国内在庫量が少ないことを背景に、学校給食や加工筋にむける低級部位についても荷動きは良く、出荷頭数減も相まって、この時期にしては H28年 20,431 29,484 99.3

底堅い動きとなった。 H29年 5月 1,687 2,433 100.3

3.加工肉 ○ 日本ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工業協同組合発表　平成29年７月の豚肉加工品仕向量は32.6千㌧（前年同比101.0％、前月比95.9％）と前年からは増加した。 H29年 6月 1,662 2,378 102.5

仕向量 　　 この内、国内物が6.3千㌧（同92.4％、同87.5％）、輸入物が26.3千㌧（同103.3％、同98.1％）となっている。 H29年 7月 1,660 2,412 103.0

なお、上記仕向量とは別枠のシーズンドポークについては9.8千㌧（前月比105.1％）となっている。 H29年 8月 1,653 2,419 101.4

1.在庫 ○ 農畜産業振興機構発表の平成29年７月末の推定期末在庫量は、176.1千㌧(前月比97.2%、前年比102.2%）となり、前月から5.1千㌧減少した。 加工品仕向量 市況の推移（東京市場）

内訳は、輸入品の在庫が161.6千㌧（前月比98.0％、前年比105.3％）、国産品が14.5千㌧（同88.3％、同77.3％）となった。 暦年

依然、国産豚肉における冷凍在庫の減少が際立つ状況となっている。 千㌧ 前年比 円／㎏ 前年比

1.H29年９月 ○ ９月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値（9/30時点）で 615円/kg（前年比117.6％、前月比96.4％）となり、前月同様に、前年を大きく上回る結果 Ｈ25年 377.5 98.7 H25年 484 108.5

速報値 となった。出荷頭数は速報値ベースであるが、前年同月より96.9％と減少した。疾病ならびに昨年の猛暑の影響もあり、特に東海から以西に関しては Ｈ26年 372.8 98.8 H26年 563 116.3

非常にタイトな出荷状況となった。 Ｈ27年 374.7 100.5 H27年 559 99.3

2.予測 ○ 農林水産省食肉鶏卵課発表の10月出荷予測頭数は1,441千頭（前年比105％）となっており、前年より多めの出荷頭数を予測されており、これまで Ｈ28年 370.5 98.9 H28年 526 94.0
Ｈ29.10月 季節的な背景も手伝うなかタイトになっていた出荷は、関東以北を中心に一定程度回復することが見込まれる。他方、国内在庫は国産豚肉を中心に Ｈ29年3月 30.0 103.1 H29月 5月 572 95.8

薄目の状況が続いており、ギフト向けの原料手当てに加え、需要家による売場の変化も相まって、引き続き需給が引き締まる底堅い展開になること Ｈ29年4月 31.4 98.5 H29月 6月 644 100.9

を予測する。 Ｈ29年5月 31.6 105.9 H29月 7月 661 118.5

＜相場予想：　東京市場、税込み＞　　　　　　　H29年８月実績　　　　　　　９月速報値　　　　　　　　　　H29年10月予測　　　　　　　Ｈ29年11月予測 Ｈ29年6月 34.0 104.8 H29月 8月 638 126.8

　　　　　　　　　　　　　　　　【上物】　　　　　　　　　638円（126.8％）　　　　 　　615円（117.6％）　　　　　　 580円（119.3％） 　　 　　　　560円（108.9％）　　　　 Ｈ29年7月 32.6 101.0 H29月 9月 615 117.6
＊税込み
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